
佐久市佐久の先人検討委員会 次第 

 

平成２３年１０月３日（月） 

午後１時３０分～ 

生涯学習センター 102会議室 

 

 

１、 開  会 

 

２、 あいさつ 

 

 

３、 会議事項 

 

１） 先人紹介原稿のレイアウトについて 

○ 先人原稿の並び順について 

 

 

○ 市内関係施設の地図について 

 

 

２） 先人紹介原稿の確認について 

 

 

３） 今後の予定について 

 

 

 

４） その他 

 

 

 

４、 閉会 

 

 

 

 



2011.10.3資料 

佐久の先人検討委員会確認事項 

（網掛け部分は事務局の提案で決定事項ではありません。） 

 

■先人検討事業の進め方 

①平成２４年度末をひとつの節目とし、それまでにまとまった人物を第１集として冊子を

作成する。 

②第一次として選定した１８人の原稿作成を優先し、第一次が完成したあと第二次の選定

をおこなう。 

 

■まとめ方 

 ①Ａ３版１ページ白黒印刷とする。 

内容：○選定した１８人の並び順は生まれた順番とし、第１集として冊子を作成する際

も同様の順番で紹介する。 

○人物紹介（1500字から 2000字） 

→人物の紹介に 2000 字程度は必要となるため、原則 1500 字とし、最大 2000

字とする。 

○リード文（８０～１００文字）を入れる。 

○中身出し（１３字以内）で３～４項目を入れる。 

○年号の標記は「西暦（和暦）年」に統一する。 

○２桁数字を漢数字で表示する場合「十」は使わない。 

○故人には「氏」「さん」等の敬称は付けない。 

○写真（本人顔写真とその他 2～3枚）などを載せる。 

○出典文献及び資料、市内外の関係施設等を紹介する。 

 →関係する施設などの地図を１枚にまとめ作成する。 

→各頁の最終部分に執筆者の名前を記載する。 

○人物の年表を入れて生涯を紹介する事を検討する。 

→年代が確定できない場合もあり統一して表記できないため掲載しない。 

○人物紹介の文章表現は、中学生が理解できる程度 一般向けとする。 

→当初は学校で利用する場合に表現が難しい場合は、学校の先生が内容を書き

換えることを想定。１８人全員を先生が書き換えることは難しいので中学生

が理解できる程度の表現とし、小委員会で検討することとなる。 

②原稿の完成までは次の通り進める。 

○上記の内容で原稿の初稿を執筆していただき、検討委員会で確認する。内容に

ついて了承が得られたものは完成とする。 

○内容に提案がある場合は執筆者へ伝え、検討していただく。 

○執筆者より修正又は提案に対する回答をいただき、再度委員会で確認し、了承

されたものを完成とする。 



■公開の方法 

 ①１８人選んだ事を井出孫六先生の講演の前に発表し、８月の広報佐久及び市ホームペー

ジに委員会の活動状況を掲載する。 

  ・６月定例記者会見で１８人を選定した旨の発表を市長より行った。 

  ・８月の広報に１８人を選定した事業報告と、意見募集を掲載した。 

②平成２４年４月を目標に１８人はまとめて、広報の別冊として公開する。 

 

■原稿の活用方法 

①Ａ３版にまとめた物を「公民館地区館」や「児童館」等で定期的に入替えして掲示する。 

②「佐久の先人」のデータを関係者に提供し、加工して使用できるようにする。 

③人物に関係する学校や施設（支所などの公共施設）にパネルを作成し掲示する。 

④垂れ幕などパネル以外のものを作成し、佐久平駅など多くの人が利用する場所に掲示す

る。 

⑤市の施設で１８人のパネルを、一括して掲示できる場所を検討し、合わせて資料の無料

配布を行う。 

⑥平成２４年度末までに完成した内容をまとめた冊子を作成する。 

⑦作成した冊子を学校の図書館、市立図書館、児童館等に配布する。 



年齢 紹介文（９月原稿修正後）

市川　五郎兵衛 (1) 1571 (1) 1665 (1) 94 用水開発の祖

市川　代治郎 (2) 1826 (3) 1896 (3) 70 旧中込学校を建てた棟梁

井出　一太郎 (3) 1912 (18) 1996 (15) 84 清廉一筋の歌人政治家

臼田　丹右衛門 (4) 1776 (2) 1857 (2) 81 佐久鯉を改良した

大井　富太 (5) 1868 (7) 1928 (5) 60 佐久鉄道をつくった

大給　恒 (6) 1839 (4) 1910 (4) 71 五稜郭の築城、日赤創設

川村　吾蔵 (7) 1884 (11) 1950 (9) 66 アメリカで活躍した彫刻家

神津　邦太郎 (8) 1865 (5) 1930 (6) 65 西洋式牧場をつくった

神津　藤平 (9) 1871 (8) 1960 (11) 89 志賀高原にふるさとの名前をつけた事業家

小林　多津衛 (10) 1896 (12) 2001 (17) 105 平和と民芸を語り続けた教育者

桜井　弥一郎 (11) 1883 (10) 1958 (10) 75 早慶戦第一戦の勝利投手

佐藤　寅太郎 (12) 1866 (6) 1943 (8) 77 信州教育の発展に尽した教育者

田河　水泡 (13) 1899 (13) 1989 (13) 90 のらくろ描いて半世紀

竹内　好 (14) 1910 (16) 1977 (12) 67 日中友好に尽した文学者

比田井　天来 (15) 1872 (9) 1939 (7) 67 近代書道の基礎を築いた書家

丸岡　秀子 (16) 1903 (14) 1990 (14) 87 農村女性の解放に生涯をささげた

山室　静 (17) 1906 (15) 2000 (16) 94 郷土を愛した詩人

若月　俊一 (18) 1910 (16) 2006 (18) 96 農民とともに・地域に生きた医師
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■生年順
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先人原稿の並び順について
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